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東北大学理事・附属図書館⾧ 植木 俊哉

日本学術会議主催学術フォーラム

「学術情報の現状－大学経営の立場から－」
平成２９年５月１８日（木）於・日本学術会議
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東北大学 図書資料費 平成23年度(2011)～平成27年度(2015)の推移

図書 雑誌 電子ジャーナル データベース

（単位:千円）
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東北大学 図書館受入資料数 平成23年度(2011)～平成27年度(2015)の推移

図書 雑誌 電子ジャーナル 3
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東北大学機関リポジトリ TOUR(東北大学)  平成19年度(2007)～平成28年度(2016)の推移

5出典:国立情報学研究所
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東北大学 学術情報整備費 平成16年度(2004)～平成28年度(2016)の推移
全学的基盤経費

部局負担額
ドル
ユーロ

為替レートは前年10月の平均TTSを参照。

共同購入負担率の変更
負担率の算定指標を教員数とアクセス数から、教員数と教育基盤経費の配分額へ変更

急激な円安進行で2014年以降の契約額の増加が顕著
・全学的基盤経費の増額・パッケージの見直しの検討へ

共同購入負担率の変更各部局の負担割合を、教員数と購入実績から教員数と電子ジャーナルへのアクセスによる算定方法に変更

2016年契約時にドル高傾向。値上分は全学的基盤経費増加。部局負担は前年度並みに抑制
共同購入範囲の変更
冊子のみの契約を除外全学で利用可能な電子ジャーナル・データベース。保存冊子は１部のみ

全学的基盤経費の配分開始

冊子保存義務の廃止
原則として冊子は共同購入範囲に含めない

パッケージ見直し（1）

パッケージ見直し（2）
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東北大学 学術情報整備費 平成16年度(2004)～平成28年度(2016)の推移

全学的基盤経費

部局負担額

利用可能EJ種類数

為替レートは前年10月の平均TTSを参照。

共同購入負担率の変更
負担率の算定指標を教員数とアクセス数から、教員数と教育基盤経費の配分額へ変更

急激な円安進行で2014年以降の契約額の増加が顕著
・全学的基盤経費の増額・パッケージの見直しの検討へ

共同購入負担率の変更各部局の負担割合を、教員数と購入実績から教員数と電子ジャーナルへのアクセスによる算定方法に変更

共同購入範囲の変更
冊子のみの契約を除外全学で利用可能な電子ジャーナル・データベース。保存冊子は１部のみ 全学的基盤経費の配分開始

冊子保存義務の廃止
原則として冊子は共同購入範囲に含めない

パッケージ見直し（1）

パッケージ見直し（2）

2016年契約時にドル高傾向。値上分は全学的基盤経費増加。部局負担は前年度並みに抑制
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